
　来年度から使用される中学校の歴史、公民などの教科書が７～８月に決ま

ります。この間、「つくる会」教科書を不採択にと、４年前を大きく上回る署

名運動や「あぶない教科書ストップ流山集会」など、市民の運動が広がりま

した。

　一方、議会の一般質問で、松野議員が「中国は南京大虐殺で30万人といっ

ているが、偽物を平気で売るような国柄」と発言。「つくる会」教科書採択を

めざす陳情も審議されました。

　日本共産党は、一般質問や委員会審議など議会活動で奮闘。集会参加や、

署名運動、意見書提出など市民運動でも、市民とともにがんばりました。

　

こ
の
間
、
国
保
料
、
保
育

料
、
公
共
下
水
道
料
金
な
ど
、

負
担
は
増
大
。
福
祉
手
当
削

減
、
敬
老
会
廃
止
な
ど
福
祉

も
次
々
後
退
し
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
福
祉
切
り
す
て
・

負
担
増
は
こ
れ
か
ら
が
本
番

で
す
。
「
行
革
実
行
プ
ラ
ン
」

に
よ
り
、
「
受
益
者
負
担
」

を
強
め
、
駐
輪
場
料
金
や
介

護
保
険
料
値
上
げ
な
ど
を
予

定
。
高
齢
者
福
祉
の
位
置
づ

け
を
、
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

か
ら
は
ず
し
ま
し
た
。
こ
れ

で
ど
う
し
て
、
「
市
民
満
足

度
が
高
い
」
と
い
え
る
の
で

し
ょ
う
か
。

　

一
方
、
沿
線
開
発
に
は
今

後
５
年
間
で
１
９
５
億
円
を

投
入
す
る
計
画
で
す
。
「
市

民
サ
ー
ビ
ス
の
競
争
」
と
い

い
な
が
ら
、
新
し
い
ま
ち
づ

く
り
＝
沿
線
開
発
で
の
「
都

市
間
競
争
」
に
熱
中
。
人
口

減
少
時
代
を
迎
え
、
巨
大
開

発
の
破
た
ん
は
必
至
で
す
。

　

議
会
で
は
、
日
本
共
産
党

を
除
く
す
べ
て
の
会
派
が
、

沿
線
巨
大
開
発
を
推
進
し
て

き
ま
し
た
。
開
発
優
先
政
治

の
矛
盾
が
広
が
る
中
、
議
会

の
役
割
も
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

幼
稚
園
協
議
会
が
、
「
公

立
幼
稚
園
３
園
の
順
次
廃
園
」

を
答
申
。
こ
れ
に
対
し
、
保

護
者
や
地
域
住
民
は
５
月
31

日
、
存
続
を
求
め
る
署
名
を

市
長･

教
育
長
に
提
出
し
ま

し
た
。

　

６
月
議
会
で
は
、
存
続
を

と
迫
る
わ
が
党
の
質
問
に
、

市
長
は
「
民
で
で
き
る
も
の

は
民
で
」
と
答
弁
。
１
５，
１

６
２
人
も
の
署
名
に
背
を
向

け
ま
し
た
。

　

『
市
立
東
幼
稚
園
存
続
を

求
め
る
陳
情
書
』
に
、
創
成

会
が
「
公
立
の
役
割
は
終
わ

っ
た
。
経
済
的
に
私
立
に
行

け
な
い
な
ら
働
け
ば
い
い
」

と
反
対
討
論
。
し
か
し
、
保

護
者
の
声
を
充
分
聞
く
べ
き

だ
と
の
意
見
が
相
次
ぎ
、
継

続
審
査
と
な
り
ま
し
た
。

　

日
本
共
産
党
は
、
引
き
続

き
公
立
幼
稚
園
の
存
続
の
た

め
に
、
全
力
を
尽
く
し
ま
す
。

日　本
共産党

日　本
共産党

公立幼稚園存続に全力公立幼稚園存続に全力
１
万
５
千
人
の
署
名
に
こ
た
え
て

１
万
５
千
人
の
署
名
に
こ
た
え
て

１
万
５
千
人
の
署
名
に
こ
た
え
て

『
財
政
が
な
い
』と
福
祉･

教
育
バ
ッ
サ
リ

沿
線
巨
大
開
発　
　
　

に
大
盤
振
る
舞
い

５
年
間
で

１
９
５
億
円

3,617筆の署名を提出

戦争を正当化する『つくる会教科書』を不採択に!!

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
大
増
税
計
画

靖
国
参
拝
は
中
止
を

　

政
府
・
税
制
調
査
会
が
、

所
得
税
の
各
種
控
除
の
見
直

し
、
定
率
減
税
の
廃
止
な
ど

「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
大
増
税
計

画
」
を
発
表
し
ま
し
た
。
07

年
度
か
ら
は
、
消
費
税
を
２

ケ
タ
に
引
き
あ
げ
て
い
く
計

画
も
。
こ
ん
な
「
連
続
増
税
」

計
画
を
自
民･

公
明･

民
主
が

す
す
め
て
い
ま
す
。

　

「
戦
争
を
正
当
化
す
る
つ

も
り
は
な
い
」
と
い
い
な
が

ら
、
小
泉
首
相
は
靖
国
参
拝

を
や
め
よ
う
と
し
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
靖
国
神
社
内
に

あ
る
遊
就
館
は
、
２
千
万
人

の
ア
ジ
ア
の
人
び
と
の
命
を

奪
っ
た
侵
略
戦
争
を
「
ア
ジ

ア
解
放
の
戦
争
」
と
言
い
、

「
植
民
地
支
配
と
侵
略
」
を

反
省
し
た
政
府
見
解
を
「
う

そ
誤
り
」
と
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
で
は
、
ア
ジ
ア
諸
国
や

元
首
相
経
験
者
が
中
止
を
求

め
る
の
は
当
然
で
す
。

　

日
本
共
産
党
は
、
サ
ラ
リ

ー
マ
ン
増
税
計
画
も
首
相
の

靖
国
参
拝
も
、
国
民
多
数
の

声
を
受
け
と
め
、
中
止
を
決

断
す
る
よ
う
求
め
て
い
ま
す
。

ホームページを開設しました
http://www.geocities.jp/kfbkd645
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日本共産党流山市議団
流山市加４-1688

TEL/FAX（7157）6140
E-Mail：kfbkd645@ybb.ne.jp

●サラ金、交通事
故、遺産相続、借地
借家、教育、医療、
年金、住宅、パート
労働、介護、その
他、困ったこと、わ
からないこと、ど
んなことでも気軽
におよせ下さい。

●生活・法律相談は
◆市議会議員
安西　孝之�（7148）6870
◆元市議会議員
若王子博夫�（7159）0861
◆元市議会議員
せのお七重�（7146）0694

◆市議会議員
高野　とも�（7155）1683
◆市議会議員
いぬい紳一郎�（7159）2773
◆市議会議員
小田桐たかし�（7154）0878

日
本
共
産
党

新
世
会

創
成
会

公
明
党

新
志
会

社
民
・

市
民
連
合

民 結
主
党 果

流山市立東幼稚園存続を求
める陳情書

継続 ×※ × 継続 継続継続 × 継続

東初石のレクセルマンショ
ン建設にかかわる請願書

○ × × × ×× × ×

静ひつな教科書採択環境の
確保に関する陳情書

× ○ ○ ○ ○× ○ ○

中学校教科書選定の観点に
関する陳情書

× ○※ ○ × ×× ○ ×

公共交通の安全対策を求め
る意見書

○ × ○ × ×○ ○ ×

※新世会の青野議員は教育民生委員長のため、会派の態度と異なり委員会の結果に従いました。



身
近
な
要
求
実
現

身
近
な
要
求
実
現

北
部
公
民
館
の
ト
イ
レ
を

改
修

高
野　

と
も

近
隣
騒
音
の
改
善
―
南
流

山
４
丁
目

い
ぬ
い
紳
一
郎

水
害
解
決
へ
一
歩
前
進

小
田
桐
た
か
し

野
々
下
地
域
の
水
害

対
策
を

安
西　

孝
之

　

阪
神
大
震
災
か
ら
10
年
。
新

潟
県
中
越
地
震
、
福
岡
西
方
沖

地
震
な
ど
相
次
ぎ
、
い
つ
大
地

震
が
起
き
て
も
お
か
し
く
な
い

状
況
で
す
。

　

し
か
し
、
流
山
市
は
、
「
毎

年
地
域
防
災
計
画
に
検
討
を
加

え
、
必
要
が
あ
れ
ば
修
正
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
法
律
で

決
め
ら
れ
て
い
る
の
に
、
３
年

間
「
防
災
会
議
」
さ
え
開
い
て

い
ま
せ
ん
。

　

日
本
共
産
党
は
、
「
地
域
防

災
計
画
」（
99
年
）の
見
直
し
、

民
間
住
宅
へ
の
耐
震
化
支
援
策

な
ど
、
総
合
的
対
策
を
求
め
ま

し
た
。

　

担
当
部
長
は
「
東
京
湾
北
部

地
震
な
ど
直
下
地
震
も
想
定
さ

れ
、
今
後
、
防
災
計
画
の
見
直

し
も
必
要
。
無
料
の
耐
震
診
断
・

相
談
活
動
を
担
当
課
で
実
施
」

と
答
弁
。

　

財
源
確
保
も
含
め
た
総
合
的

震
災
対
策
が
急
が
れ
て
い
ま
す
。

防
災
計
画
を
見
直
し
総
合
的
な
対
策
を

戸
建
住
宅
の
無
料
耐
震
診
断
を
実
施

震
災
対
策

　

日
本
共
産
党
は
、
安
定
し
た

雇
用
の
拡
大
や
労
働
条
件
の
改

善
、
サ
ー
ビ
ス
残
業
根
絶
な
ど

に
取
り
組
み
、
市
に
も
相
談
窓

口
を
と
提
案
し
て
き
ま
し
た
。

　

８
月
に
江
戸
川
台
駅
前
に
で

き
る
地
域
職
業
相
談
室
は
、
雇

用
問
題
解
決
の
第
一
歩
と
な
る

も
の
で
す
。

　

こ
こ
に
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

と
同
じ
検
索
機
が
設
置
さ
れ
、

職
業
紹
介
や
相
談
も
で
き
ま
す
。

引
き
続
き
、
雇
用
の
拡
大
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

04
年
国
民
生
活
基
礎
調
査
（
厚

労
省
）
で
、
生
活
が
『
苦
し
い
』

と
す
る
世
帯
が
55
％
と
過
去
最

多
に
。
し
か
し
、
国
保
も
介
護

も
、
国
は
負
担
を
大
幅
に
削
減
。

介
護
保
険
で
は
、
４
分
の
１
を

負
担
す
る
と
い
う
約
束
も
果
た

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

一
方
、
国
民
負
担
は
増
加
し
、

来
年
度
は
介
護
保
険
料
の
値
上

げ
も
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

流
山
市
も
、
国
保
へ
の
一
般

会
計
か
ら
の
繰
入
を
大
幅
カ
ッ

ト
。
近
隣
市
で
も
最
低
水
準
に

な
り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
保

険
料
の
値
上
げ
、
保
険
事
業
か

ら
の
撤
退
が
予
測
さ
れ
ま
す
。

　

わ
が
党
は
、
医
療
・
介
護
の

負
担
が
、
今
後
さ
ら
に
増
大
す

る
実
態
を
告
発
。
改
善
を
要
求

し
ま
し
た
が
、
市
長
は
「
制
度

内
で
の
対
応
」と
す
る
だ
け
で
す
。

　

流
山
市
で
も
医
療･

介
護
の

負
担
軽
減
策
を
実
施
さ
せ
る
た

め
に
、
今
こ
そ
力
を
合
わ
せ
ま

し
ょ
う
。

　４月26日、ＪＲ西日本で脱線事故が発生し、

公共交通の安全対策が大きく問われています。

　８月に開業する常磐新線は、秋葉原・つくば

間を45分で結ぶため、最高速度はＪＲ西日本同

様時速130㌔。しかも、車掌がいないワンマン

運転です。わが党は、乗客の安全を優先した鉄

道の運転、万が一の安全対策、充分な人員配置

を鉄道会社に要請すべきと求めました。

　当局は、「安全性はもちろん、利便性が高く

なることを要請している」とし、ワンマン運転

の是非については答弁を避けました。

　

政
府
の
す
す
め
る
大
増
税
計
画
の
も
と
、「
介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
が
高
く
て
受
け
ら
れ

な
い
」「
暮
ら
し
が
た
い
へ
ん
。
何
と
か
し
て
」と
い
う
切
実
な
声
が
う
ず
ま
い
て
い
ま
す
。

　

日
本
共
産
党
の
４
人
の
市
議
団
は
、
市
民
の
願
い
を
議
会
に
運
び
、
そ
の
実
現
の
た
め

に
力
を
尽
く
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
生
活
保
護
費
は
、

多
く
が
市
役
所
の
窓
口
支
給
で

し
た
が
、
希
望
者
は
振
り
込
み

に
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

「
窓
口
に
並
ぶ
こ
と
で
生
活

保
護
を
受
け
て
い
る
こ
と
が
他

の
人
に
わ
か
り
、
屈
辱
的
だ
」

な
ど
の
声
を
議
会
に
届
け
た
成

果
で
す
。

　

生
活
保
護
制
度
は
、
生
活
に

困
っ
た
人
の
最
後
の
セ
ー
フ
テ

ィ
ネ
ッ
ト
で
あ
り
、
憲
法
25
条

の
生
存
権
が
保
障
さ
れ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

全
国
的
に
は
、
不
当
な
保
護

打
ち
切
り
で
亡
く
な
る
ケ
ー
ス

も
あ
り
、
人
権
を
守
る
制
度
運

用
に
す
る
た
め
に
も
、
職
員
研

修
の
充
実
を
求
め
ま
し
た
。

平和で明るく住みよい流山市をつくるために 第146号 （2）2005年７月発行

安西  孝之
市議会議員

小田桐たかし
市議会議員

いぬい紳一郎
市議会議員

高野  とも
市議会議員

ワンマン運転でいいの？

医療・介護の負担軽減を医療・介護の負担軽減を
みんなの力集めてみんなの力集めてみんなの力集めて

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
ミ
ニ
版

地
域
職
業
相
談
室
が
で
き
ま
す

雇
用
対
策

国
の
負
担
を
減
ら
し
、
国
民
の
負

担
を
増
や
す
改
悪
は
や
め
る
べ
き

国
保
・
介
護

保
護
費
が
窓
口
支
給
か
ら
振
り
込
み
へ

人
権
を
守
る
制
度
運
用
を

生
活
保
護

日本共産党の
４議席

ワンマン運転でいいの？
常磐新線の安全対策




